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塩じん害防止用シリコーン・コンパウンドの

簡易寿命判定法

菊 地 光

On Easy Detection of Life of Silicone Compound for Preventing Deterioration 

Caused by Salt and Dust 

1 まえがき

がいしゃ，プッシング等の塩じん害防止対策としてシ

リコー γ ・コ γパウンド(以下コ γパウ γドとIqi・ぶ)を

塗布する方法は広く実用化されている。(1)(2)(3)塩じ

ん害や雨の影響で適当な時期にコンバウンドの寿命を判

定し塗り換えを必要とするが，明確な劣化の判定基準が

なく使用現場では塗り換え時期に困惑しているのが現状

である。筆者らは既に簡易な，しかも経費を殆ど要しな

いコンパウンドの寿命判定法として印刷用紙A法(4)(5)

(6)を提案したが， 本研究は印刷用紙A法に検討を加え

寿命判定をより明確にするため，光学的手法と組合わせ

ることにより適確な寿命の判定が出来ることが判ったの

で報告する。

印刷用紙A法はコンパウンド中のシリコーン泊が印刷

用紙Aに対して浸出する能力の大小に依存して判別する

方法であるがシリコー y泊の浸出能力が減退し，浸出に

むらが出来るようになると寿命判定に誤差が出てくる。

本研究では印刷用紙に浸出するコンパウ γ ド中のシリ

コーン泊を光学的手法によって面積約に評価して印刷用

紙A法の弱点を克服し，簡易寿命判定法としての側値を
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高めることを目的としたものである。

2 実験方法

(Fig.1.Jは実験装置及びその配置を示したものであ
る。実験の手順は印刷用紙A法で，シリコー γ泊の浸出

した印刷用紙Aをフィルタに取り付け，受光器に密着さ

せる。次に一定電圧のもとで集光務を経由した光を絞

り，フィルタを通して平行光線を供試料にあて，その時

の照度計の指示を読む。照度計の指示は印刷用紙A上の

シリコーン油の浸出面積と対応を示すので寿命の判定が

可能となる。

光電池照度計は東芝SPIー l形である。供試料のコ

ンパウ γドは信越科学KS-63Gで1.0鵬塗布厚さとし

暴露汚損物模擬として 300メッシ以下のカオリンと

NaClを使用した。
カオリ γは半井化学V6 R-3067でNaClは富田製薬

標準試薬(含量99.99~めである。

なお使用したコ γパウ γ ドの特性は (Table1Jの

とおりである。

fil ter 

Fig. 1. Experimental device and circuit. 
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Tahle 1 . Properties of si1icone compound (KS63G) used for present test. 

name (dimension) 

consistency 

volatilemater (鬼) (24hr!150'C) 

specific resistance ({J-cm) 

breakdown voltage (KV/O.25mm) 

dielectric constant (50Hz) 

dielectric loss tangent (50Hz) 

3 実験結果と考察

3・ 1 ~由漫出面積と照度(新コンバウンド試料

について〉

照度計の指示の変動について調査した結果は(Fig・

2.)のとおりで光の照射直後不安定であるが，約30秒後よ

り安定する。また光源電圧と照度との関係は (Fig.3.)

のとおりで光源電圧と照度は次の実験式で表わすことが

出来る。

LX=Cl VC2 (1x) ..・H ・(3・ 1) 

r-、
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Fig. 3. Relation between illumination 
and voltages of light source. 
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Fig. 2. Time dependence of illumination. 
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Lx:照度 (lx)

v:光源、電圧 Cv)
C 1 : 1. 778 (lx/V) 

C2:4.016 

本研究では光源電圧は5.0CV) ，絞り 30，受光器を

供試料の印刷用紙Aに密着させ，照度計指示が安定した

時点において測定した。シリコーン油の全く浸出してい

ない場合の印刷用紙Aの照度は 1140C1x) であり，油

の浸出面積が広がるにつれて照度が増大する。

油浸出能力と照度との関係を新コ γパウンドについて

測定した結果は CFig.4.) のとおりである。油の浸出

能力と照度との関係はほぼ直線的となる。

3・2 実験室に於ける模擬実験

供試料にカオリ γを均一に振りかけ，カオリンに浸

出する油の時間経過にともなう照度を測定した結果を

CFig.5.]に示す。 24時間以降はほぼ一定となる。既に

報告した印刷用紙A法の場合と比絞すると照度計を用い

た本法は付着物量の増減によるアミーパ作用の相違がよ

りはっきり表れる。特に寿命付近の表示が明確となる。

CFig.6.)は供試料のコンパウ γド塗布厚さを変えた場
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40 

Fig.5. Relation between il1umination 
and time in the case of sprinkling 
kaoline on samples. 
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合の照度の変化を示しているが，コンパウ γドの塗布厚

さの効果が確認出来る。 CFig.7.)は油浸出能力の照度

計表示における温度依存性を示すものである。

既に報告したようにー1O'C~50'Cの聞ではアミーバ作

用の温度依存性はほぼ直線的に変化する。 (7)本研究に

おける温度補正は油浸出能力を照度表示に対応させ最小

二乗法によって整理すると次式のようになる。

LX20=Lxt+s (20一t) (1x) …・・ (3-2) 

LX20 : 20'Cの時の照度(1x)

Lxt : t'Cの時の照度(1x)

t :測定温度 C.C)

s:比例常数C1x/'C)
このPは付着物によって変化する直線の傾きでこれを
CFig.8.)に示す。

CFig.9.)は汚損物として塩(NaCl)が付着した場合

のアミーパ作用を湿度30%程度の乾燥状態で調査したも

のである。この結果より NaClが結晶として存在する場

合 o~40mg/cm2 程度の範囲では測度照度に余り大きな
差は認められない。

しかし供試料に塩が付着し，高湿度下におかれた場合

は塩は潮解する。塩の潮解がアミーパ作用による油浸出

よりも速い速度で進行するので，コシパウンドに塩が付

着し，雨や高湿度の条件下におかれた場合のコンパウン

ド表面の電気的特性に与える影響力は大きい。

T、JaClがカオリン中に混入した場合の湿度特性を
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Fig. 6. Relation between illumination 
and coated thickness of sillicone 
compounds. 
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[Fi'g・10.Jに示す。目ガ元'，j)ν5btiirjlein2中に合まれる
NaClが1:omglem2程度では湿度比よιる影響は殆どない

が4.omglcm2以上の高湿度下では，その表面の絶縁特性

への影響が大きい。
守1'.1r"""j

3・3 模擬実験による照度を求める実験式

コンパウンドのアミーパ作用に照度を対応させて実験

室で行った模擬実験の結果，付着物量と照度の関係を

[Fig.l1.Jに示す。 Kは30mglcm2より90mgl仰2程度ま

で変化させた場合の照度で温度は常温 (20'C)1である。

K = 0 [mglcm2J "':__30 [mglcm2Jの範囲では，シリコー
ン油の浸出能力が大で，印刷周紙Aとの接着カが強く，

印刷用紙を取り去7.)時に付着物が用紙に付着する傾向が

強く，付着物が照度を減少させ，測定精度の減少原因と

なる。

すなわち本法ではコンパウンドが劣化せず，暴露試料

に汚損物の付着が少なく，アミーパ作用の活発な時期で

は誤差が大きく測定精度が劣るがこの領域は寿命判定と
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関係のない領域であり，劣化が進行し汚損付着物が増

加して寿命に近づくと，その測定精度が印刷用紙A法に

比して極めて高くなる。 K=O(inglc拙2Jに於ける照度

は 1910[1玄〕であるので K=0 Tmglcm2J ~ K=30 

[mglcm2J聞では推定線なので点線で『示した。

K=30 [mglcm2J ~90 [mglcm2Jの範囲で付着物量に

対応する照度は次の実験式ですことが出来る1。

Lx=A1・eA2(K-40)-B1KB2+1140[QxJ 

・(3-3)

Lx:照度日xJ. B1 : 5.411 x 1010 (Q xcm21mgJ 

K:付着物量 [mglcm与J. B 2 : -5.707 

A1 : 4.90x 102 q己 .1140[lxJ :光源電圧を
5.0 [YJとした時の印刷用紙Aの照度で

ある。

A2 : -4.2~，x 10-2 [cm2lmgJ 

(3-3)式に光源電圧の変動及び，温度依存性を考

慮した実験式は次のようになる。

Lx=AieA2(K-40)ーB1KB2+C1 VC2+ 

s (20ーt) [ sxJ……(3-4) 

10 15 25 20 

Fig. 7. Rela tion between ill umina tion and tempera ture. 
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(秋田火力発電所構内)に暴露した25Qmlll標準懸垂がい

しに塗布した1.0111111厚さのコ γパウ γドを採集して行っ

た。

暴露月数の増加に伴いシリコーン油減少率の調査(8)

暴露試料による実験結果

暴露供試料としては昭和47年2月より昭和50年3月ま

で37か月聞にわたり，東北電力(株)課電暴露実験場

24 
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Fig .10. Relation between illumination and 
relative humidity in the case of 
sprinkling samples with kaoline and 
salts. 

Fig.8. Relation between s and equivalent 
accumlated quantity of kaoline. 
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学的手法により面積的に評価するもので，より誤差の少

い簡便有効なコ γパウンドの寿命判定法である。

(2) 本法によるシリコーン油浸出面積と照度との関係

はほぼ直線的であり，また筆者らの調査したシリコーン

油残留率とフォトセル出力電圧との関係も直線的(10)で

本法によるシリコー γ油浸出面積に対応させた照度と，

シリコーン油残留率(10)とはほぼ直線的に対応すると考

えてよい。

(3) 付着物量，光源電圧の変動，温度依存性等を考慮

した実験式(3-4)は実誤n値と割合いに良い対応を示
す 。!

μ) 東北電力(株)課電暴露実験場に暴露した1.0脚
コンパウンド塗布供試料の管理寿命は約28か月と推定さ

れる、。

これは東北電力(株)の暴露実験場の供試料を対象に

したものであるが，東北地図全般に亘ってコンパウンド

の塗布寿命を判定するには， !それぞれの汚損区分に従っ

LAhzLuh曲聞よ1..…ニ 、 て評価liする必要がある。

Fig.13. Relation between illu山叩1口r山

mount出hswhen samples were ex'posed. 

(9)(10)では上面が下面に比して大きく， 方位によって

も相違がある(8)(9)(10)ので本実験では下両で最も汚損

の著しいと恩われる方位よりコンパウンドを採取して行

った。

また課電試料と無課電試料について調査した結果 (9)

(1のでは上，下面とも課電試料のシリコーン泊減少率が

大で特に下面はその傾向が強いが本実験では糊電試料

を対象に実施した。等価霧中法によるFOV:と照度との

関係は CFig.12.Jのとおりで管理限界電困(4)に対す

る照度を求めると 1330(Q x Jとなり，これは管理上の
寿命の限界と考えてよい。 ; 

また暴露月数と照度との関係を CFig.13.jに示す。

本法による調査によれば供試料の管理上の寿命判定の結

果は約28か月となる。 I

管理寿命とは既に述べた(4)ように事故等による電圧

の跳ね上り，想定以上の異常な気象条件等の安全率を考

慮した管理上の限界を意味している。

4 結 言

本研究で得られた結果を要約すると次の通りである。

(1) 簡易寿命判定法としての印刷用紙A法を改良した

本法は，コンパウンド中のシリコーン担11の浸出能力を光

0一一一一→ 。
この研究は東北電力総合研究所からの委託研究の一部

と、して実施したものでるるが，供試料，研究設備並びに

研究に当り多大のご援助，ご協力を戴いた東北電力総合

研究所の各位並びに秋田大学能登文敏教授，河村鴻允講

師陣びに本実験を行うに当り!協力の労を惜しまなかった

当時本校学生長坂章君(現在東北電力勤務〉の諸氏に厚

く戸礼を申Lあげる。
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